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三
月
九
日(

土)

、
本

校
第
七
十
回
卒
業
証
書

授
与
式
が
多
く
の
保
護

者
や
ご
来
賓
の
皆
様
の

ご
列
席
の
も
と
、
盛
大

に
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

長
ら
く
体
育
館
が
工

事
で
休
館
で
し
た
が
、

半
年
ぶ
り
の
再
開
で
す
。

今
年
の
卒
業
生
は
八

十
八
人(

男
子
四
十
八

人
、
女
子
四
十
人)

で
、

創
立
以
来
の
卒
業
者
数
は
一
万
二
千
四
百
十
八
人
と
な

り
ま
し
た
。

卒
業
生
は
、
生
徒
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
前

人
未
到
～
新
た
な
る
第
一
歩
」
の
も
と
、
体
育
祭
や
文

化
祭
で
一
致
団
結
し
て
大
い
に
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
し
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
Ｏ
Ｔ
Ｋ(

大
殿
地
域
に

貢
献
し
隊)

活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
し
、
地
域
を
学

び
ふ
る
さ
と
を
知
り
、
地
域
の
方
々
の
思
い
に
ふ
れ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
真
摯
で
は
つ
ら
つ
と

し
た
態
度
、
互
い
に
高
め
合
お
う
と
切
磋
琢
磨
す
る
姿
、

寛
容
で
優
し
さ
あ
ふ
れ
る
言
動
は
実
に
素
晴
ら
し
か
っ

た
で
す
。
地
域
の
方
に
は
た
い
へ
ん
に
お
世
話
に
な
り

ま
し
た
。
卒
業
生
は
、
校
訓
で
あ
る
「
独
往
自
立
」
の

精
神
の
も
と
、
自
分
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
で
あ
る
か

自
問
自
答
し
、
大
殿
で
育
っ
た
誇

り
と
と
も
に
、
社
会
に
貢
献
す
る

大
き
な
人
に
な
っ

て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。
今
後

と
も
ご
支
援
ご
声

援
の
ほ
ど
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

校
長
式
辞
よ
り
～
幸
せ
な
人
生
を
～
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表
彰
紹
介

文
化
面
も
大
活
躍
で
す
！

～(

前
略
）
～

こ
の
地
で
、
多
く
の
方
々
の

お
世
話
に
な
り
な
が
ら
学
び
、
健
や
か
に
成
長

し
て
き
た
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
を
幸
せ

に
生
き
て
い
く
た
め
に
、
大
き
な
夢
を
抱
い
て

ほ
し
い
と
、
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

夢
は
、
人
を
強
く
し
て
く
れ
ま
す
。
夢
は
人

を
大
き
く
し
て
く
れ
ま
す
。
今
年
も
、
ま
も
な

く
三
月
十
一
日
が
や
っ
て
き
ま
す
。
東
日
本
大

震
災
か
ら
八
年
。
今
な
お
、
悲
し
み
の
中
で
、
苦
難
を
強
い
ら
れ
て
い

る
数
多
く
の
方
々
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
ん
な
中
で
、
新
た
な
夢
を
抱

き
、
実
現
さ
せ
よ
う
と
懸
命
に
努
力
し
続
け
た
人
、
今
な
お
努
力
し
続

け
て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
そ
の
後
も
多
く
の
地
域
が
災
害
に
見
舞

わ
れ
ま
し
た
が
、
災
害
が
発
生
す
る
と
す
ぐ
に
駆
け
つ
け
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
大
勢
の
人
が
い
ま
す
。
逆
に
、
被
災
さ
れ
た
方
の

中
に
は
、
多
く
の
人
に
助
け
て
い
た
だ
い
た
か
ら
、
今
度
は
自
分
が
人

の
役
に
立
ち
た
い
と
、
人
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
に
就
き
た
い

と
い
う
夢
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
人
も
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
る
社
会
は
、
多
く
の
人
々

の
支
え
合
い
で
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
す
。
自
分
が
周
り
の
人
の
役
に

立
つ
と
、
そ
れ
が
、
自
分
自
身
の
喜
び
に
な
り
ま
す
。
自
分
へ
の
勇
気

づ
け
に
も
な
り
、
今
、
こ
こ
に
自
分
が
生
き
て
い
る
と
い
う
幸
せ
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
で
す
。

～
（
中
略
）
～

今
、
日
本
に
は
、
近
隣
諸
国
と
の
平
和
・
友
好
関
係
の
構
築
、
高
齢

化
、
経
済
格
差
、
環
境
問
題
な
ど
、
解
決
す
べ
き
多
く
の
問
題
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
、
自
分
の
選
ん
だ
道
を
進
ん
で
い

く
わ
け
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解
決
し
て
よ
り
よ
い
社
会
を
つ

く
る
た
め
に
、
自
分
は
い
か
に
生
き
る
べ
き
か
を
自
問
自
答
し
、
社
会

の
た
め
に
貢
献
し
よ
う
と
す
る
、
大
き
な
人
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。
本

校
の
校
訓
で
あ
る
「
独
往
自
立
」
と
い
う
言
葉
を
、
い
つ
も
心
に
留
め

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
ま
も
な
く
改
元
を
迎
え
、
新
た
な
歴
史
の
幕

が
開
き
ま
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
こ
れ
か
ら
訪
れ
る
、
社
会
の
大
き
な

変
化
の
波
に
翻
弄
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
常
に
正
し
い
判
断
の
も
と
、
自

分
に
し
か
で
き
な
い
役
割
を
果
た
し
て
、
悔
い
の
な
い
幸
せ
な
人
生
を

歩
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
～
（
後
略
）
～

◆
山
口
県
中
学
校
総
合
文
化
祭
光
大
会

出
品
作
品

【
美
術
の
部
】
一
年

村
岡
真
衣

二
年

山
﨑
愛
莉

【
習
字
の
部
】
三
年

中
司
桂
太

西
岡
慶
和

◆
第
五
十
四
回
山
口
県
歌
人
協
会
短
歌
大
会

入
選

三
年

藤
井
百
花

◆
山
口
市
中
学
校
学
年
別
卓
球
大
会

二
年
男
子
団
体
の
部

第
一
位

二
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
一
位

二
年

沖
上
誠

二
年

中
野
湧
飛

二
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
部
二
位
二
年

松
原
悠
空

一
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
三
位

一
年

元
廣
錬
太
郎

一
年

金
子
空
矢

一
年
男
子
ダ
ブ
ル
ス
の
部
三
位

一
年

德
本
凌

一
年

佐
藤
元

◆
第
三
十
回
山
口
市
近
郷
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会

一
年
単

三
位

村
田
樹
香

二
宮
あ
み

◆
平
成
三
十
年
度
山
口
県
冬
季
中
学
生
卓
球
大
会

Ａ
級
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝

二
年

松
原
悠
空

◆
第
三
十
八
回
山
口
市
ラ
イ
オ
ン
ズ
杯
卓
球
大
会

中
学
二
年
シ
ン
グ
ル
ス
Ａ

三
位

沖
上
誠

シ
ン
グ
ル
ス
Ｂ

三
位

三
浦
愁
斗

◆
第
六
十
三
回
山
口
県
音
楽
創
作
コ
ン
ク
ー
ル

器
楽
部
門

特
選

二
年

牛
島
惇

◆
学
校
給
食
料
理
コ
ン
ク
ー
ル

優
秀
賞

二
年

嶋
村
匠
真

ア
イ
デ
ア
賞

二
年

牛
島
惇

◆
第
七
十
一
回
山
口
県
学
校
美
術
展
覧
会

推
奨

一
年

佐
々
木
大
壱

優
良
賞
一
年

田
中
真
依

入
選

一
年

林
真
央

青
木
陽
那

村
岡
真
衣

元
廣
錬
太
郎

◆
平
成
三
十
年
度
火
災
予
防
作
品
習
字
の
部

優
秀

二
年

北
村
文
音

◆
平
成
三
十
年
度
春
季
防
府
団
体
卓
球
大
会

中
学
男
子
の
部

Ａ
級

第
三
位

◆
映
画
感
想
画

コ
ン
テ
ス
ト
２
０
１
８

山
口
県

優
秀
賞

二
年

山
﨑
愛
莉

← 人権作文の学校賞受賞。
金子みすゞの学校賞に続き、
積極的な取組に感謝！

祝
第
七
十
回
卒
業
証
書
授
与
式

前
人
未
到
～
新
た
な
る
一
歩
～
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二
年
生
「
立
志
式
」

二
月
二
十
二
日(

金)

、
第
五
回
学
校
運
営
協
議
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

学
校
評
価
書
に
基
づ
き
、
二
学
期
末
に
行
っ
た
学
校

評
価
ア
ン
ケ
ー
ト(

下
段
参
照)

の
結
果
や
最
近
の
生
徒

の
様
子
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

部
活
動
に
つ
い
て
は
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
・
文
化
庁
か
ら

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
、
来
年
度
に
は
、
県
・
市
教

委
か
ら
も
指
針
が
示
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
に
沿
っ
て
、

学
校
と
し
て
も
方
針
を
示
す
予
定
で
す
。

来
年
度
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、

学
校
を
開
き
、

地
域
の
方
々
に

も
気
軽
に
立
ち

寄
っ
て
い
た
だ

け
る
よ
う
工
夫

し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

○
「
楽
し
い
学
校
生
活
に
つ
い
て
」は
、
肯
定
的
な
割
合
が
八

十
九
％
と
高
い
が
、「
楽
し
く
な
い
」と
感
じ
て
い
る
生
徒
に
ス

ポ
ッ
ト
を
あ
て
、ケ
ア
に
努
め
て
ほ
し
い
。

○
「
自
分
に
は
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」と
思
っ
て
い
る
生
徒
は
、

八
十
七
％
と
全
国
平
均
の
七
十
九
％
を
上
回
っ
て
い
る
。
学

力
向
上
に
つ
い
て
、
読
書
の
取
組
を
高
め
、
国
語
力
の
向
上
を

期
待
し
た
い
。

○
「
地
域
へ
の
あ
い
さ
つ
」は
、
概
ね
良
好
で
あ
る
。
更
に
地
域

に
愛
さ
れ
る
よ
う
、
地
域
連
携
を
強
め
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー

ル
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

○
「
気
軽
に
先
生
に
相
談
で
き
る
」の
項
目
は
、
一
学
期
六
十

九
％
か
ら
二
学
期
七
十
一
％
へ
と
向
上
し
て
お
り
、
徐
々
に

信
頼
関
係
が
結
ば
れ
つ
つ
あ
る
が
、
全
体
の
数
値
は
決
し
て

高
く
な
い
。
Ｓ
Ｃ
の
活
用
や
相
談
体
制
の
構
築
を
万
全
に
し

て
、子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
を
お
願
い
し
た
い
。

○
「
業
務
改
善
」に
つ
い
て
は
、
無
償
で
夜
遅
く
残
っ
て
の
残
業

や
休
日
業
務
は
依
然
多
い
。

コミュニティ・スクール

としての「コミュニティ

ルーム」を開設しました。

三
学
期
学
校
運
営
協
議
会
を
開
催

一
年
生
は
三
月
十
五
日(

金)

に
「
働
く
人
か
ら
学

ぶ
会
」
の
事
業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
人
か
ら
、
職
業
に
関
す
る
思
い
や
使
命

感
、
苦
労
な
ど
に
つ
い
て
直
接
聞
く
こ
と
で
、
今
後

の
進
路
選
択
や
自
己
の
あ
り

方
・
生
き
方
等
を
考
え
る
機

会
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
は
、

商
社
マ
ン
、
看
護
師
、
新
聞

記
者
の
方
の
お
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
様
々
な

人
と
出
会
い
、
生
き
様
を
知

り
、
あ
こ
が
れ
の
念
を
抱
き
、

膨
ら
ま
せ
、
自
分
の
将
来
の

夢
の
実
現
に
つ
な
げ
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

一
年
生
「
働
く
方
に
学
ぶ
会
」

なんと微笑ましい光景なんでしょう。中学生と小学生が、両手
を差し延べ、和紙の原料を水に溶いています。
この日は、中学校２年生の美術の授業に小学校 6年生が加わり、

「千代紙の飾り和紙づくり」にチャレンジしました。中学生は、
試行錯誤しながら、小学生に教えることの難しさを感じていまし
た。大殿小・中学校では、
このような連携事業を年間
を通じて行っています。小
学校の英語の授業に中学校
３年生が駆けつけ、マンツ
ーマンで教えることもあり
ます。また、毎週金曜日は、
小中学校の数学の教員が、
学校を入れ替わって、指導
に出かけています。夏休み
には小中全員の教員が集ま
り研修会も行っています。

◆小中連携授業「美術」から（2月 4日）
大
殿
中
「
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
実
施

三
月
十
九
日(

火)

、
毎
学
期
末
に
行
っ
て
い
る
「
大
殿

中
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
Ｏ
Ｔ
Ｋ
の
一
環
と
し
て
、
全
校
生
徒
参
加
に

よ
る
学
校
内
及
び
学
校
周
辺
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
す
。
校
外
は
学
校
周

辺
の
通
学
路
や
名
所
・

文
化
財
等
ゴ
ミ
拾
い
や

草
引
き
を
し
ま
し
た
。

故
郷
に
学
び
、
故
郷

に
誇
り
を
も
っ
て
、
自

己
を
磨
き
、
高
め
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

↑
山口新聞

記事から

3 月 13日に 2 年生の立志式を
ＣＳ学校運営協議会副会長さん

や同窓会長さん保護者約 70名の
方々に見守まれ、盛大に行うこ

とができました。志を漢字で表
すことで、一人ひとりの強い思

いが一層伝わってきました。
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